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研究成果の概要（和文）：本研究では、北米・ヨーロッパのクリティカル・シンキング及び異文化対処能力の評価基準
や評価ツールを参考にしながら、日本のグローバル人材養成のために大学の外国語教育で教えるべき構成要素を、到達
目標・評価基準としてまず汎用的Can-doリストにまとめた。その後教員や学生へのアンケート調査、インタビューや実
際の授業でのパイロット実験による検証を重ねて、Can-do項目の精緻化・修正・調整を行いつつ、授業のタイプ別のCa
n-doリストを作成した。同時にそれらCan-do項目を基に教材と評価ツールを開発して、様々な授業で更にパイロット実
験を行い、最終的には、授業のタイプ別の指導モデルとして最適化を図った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to develop a framework, teaching materials and evaluati
on tools for critical thinking and intercultural competence for Japanese university students. We started o
ut constructing objectives and criteria tailored to the Japanese EFL situation, first by referring to the 
FREPA items widely used in Europe and secondly, looking into various critical thinking tests available in 
North America. The initial, tentative list of descriptors has 29 items in 3 sections: knowledge, attitudes
 and thinking skills required to solve problems in intercultural communication. These items were validated
 both qualitatively and quantitatively for adequate modifications and adjustments after conducting questio
nnaire surveys and interviews with many teachers and students. We have also created the teaching materials
 and assessment tools for different types of courses based on the proposed objectives after a series of pi
loting, finally arriving at several generalized instructional models.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
最近外国語教育（特に英語教育や日本語教

育）の分野において、ヨーロッパ統一言語基

準枠（ＣＥＦＲ）を参考にした様々なスキル

のＣａｎ－ｄｏリスト作成が進んでいる。し

かし言語教育に必然的に関連してくるクリ

ティカル・シンキング能力（批判的思考）、

特に異文化理解や異文化状況に対処する問

題解決能力（専門的には「異文化間能力」と

いう）については、漠然と言語スキルと合わ

せて教えられているだけで、国際的人材育成

に必須な能力としての指標や基準はなく、実

証研究も少ない中で、各教育機関、教員が恣

意的に目標として取り入れていた。 

 欧米にはクリティカル・シンキングや異文

化コミュニケーションについての長年にわ

たる研究成果や実践の蓄積があり、それを言

語教育と結び付けた実証的な研究も徐々に

増えている。一方、ヨーロッパ評議会の言語

政策部やＥＣＭＬ(ヨーロッパ近代言語セン

ター)においては、異文化対処・クリティカ

ル・シンキングの能力を「ヨーロッパ市民」

としての必須要件と位置づけ、その指標や基

準の開発が進められてきた。北米でも、ペー

パーテストによる数値的測定の限界が認識

されるようになり、様々な「考える力」を測

定するテストが開発されている。今や国際的

留学基準であるＴＯＥＦＬⓇやＩＥＬＴＳ

Ⓡなどにおいては、クリティカル・シンキン

グや異文化状況を考慮した問題解決能力な

しでは対処できなくなっている。 

 日本のＰＩＳＡ（2003,2006）の結果で読

解力や考える力の低さが問題となり、小学校

課程では国際的視野を育てるために英語や

国際理解教育が導入された今、大学の外国語

教育においてもこのような能力に注目して

適切かつ具体的な目標を示すことは急務で

ある。学士力においても問題解決能力が強調

されているが、卒業後グローバル化の進む社

会に出ていく大学生に対して、異文化状況で

のクリティカル・シンキング能力を体系的に

教えることは、世界で活躍する人材育成にお

いて非常に大きな意味を持つと考えられる。 

Ｃａｎ－ｄｏリストの概念の中心には、学

習者が基準を自分の中に内面化し、将来にわ

たって自己チェック、自己調整による修正を

続けて成長して行けるような生涯学習モデ

ルがある。つまりクリティカル・シンキング

と異文化対処能力の到達目標や客観的基準

の設定は、日本の大学生が職業人として成長

を遂げていくための指針にもなり得る。また

教員の能力開発（ＦＤ）においても、「グロ

ーバル人材を育成する外国語教育」を行うた

めの指導のモデル化を通じて、この分野に対

する教員の取組が容易になるはずである。 

 
２．研究の目的 

本研究の主たる目的は、大学の外国語教育

に不可欠であるクリティカル・シンキング能

力と異文化に対処する問題解決能力（異文化

間能力）に焦点を当て、(1)海外の研究例や

先駆的取組を参考にしながら、その構成要素

を精査し、日本の大学における外国語教育に

おいて習得、達成すべき能力の到達目標を具

体的かつ詳細なＣａｎ－ｄｏリストとして

確定することであった。更にそれを実践の場

で(2)演繹的、帰納的に検証し、到達目標、

指導モデル、自己評価・客観評価のベースと

して使えるものに収斂、改良して行った。最

終的に(3)授業タイプ別のＣａｎ－ｄｏリス

トを完成し、それに沿った教材・評価ツール

を開発し、パイロット実験によってそのモデ

ル化・最適化を図った。加えて、指導方法、

カリキュラム作成方法、評価方法などについ

てのウェブ公開、ＦＤ活動，教員研修を行っ

て、研究成果の利用を推進している。 

 
３．研究の方法 
(1)各国の事例と先行研究の収集と分析に基

づき、日本の外国語教育（特に英語教育）に 

必要なクリティカル・シンキング及び   



異文化対処能力の構成要素を抽出、再構     

築し、Ｃａｎ－ｄｏリストの原案を作成。 そ

れに対して、専門家、教員、学生にアンケー

ト・インタビュー調査を行い、結果分析を基

に試行版Ｃａｎ－ｄoリストを完成。 

(2)様々なタイプの授業においてパイロッ    

ト実験を行い、授業のタイプ別にニーズと状

況にあったＣａｎ－ｄｏ項目を確定。それを

基に代表的な教材・評価ツールを開発し、授

業のタイプ別に指導方法・モデルの最適化を

図った。その際、ヨーロッパ評議会言語政策

部が開発した自己省察ツール Autobiography 

of Intercultural Encounters（ＡＩＥ）を

使用したテキスト分析も実施。 

(3) 学生の伸び、他の言語スキルとの相関な

どを含むこれまでの実験結果に基づいて、Ｃ

ａｎ－ｄｏ項目の妥当性、信頼性、実現可能

性についての総合的な分析を行い、さらに修

正、改善を加えた。 

 

４．研究成果 

(1) 研究の全体像 

  まず日本の状況に合った異文化間能力（ク

リティカル・シンキング能力を含む）の指標

を構築し、それに基づいて授業タイプ別の指

導システムと共に、代表的な教材や評価ツー

ルを開発した。指標構築には主に教師や学生

に対するアンケート、インタビュー結果を使

用したが、それぞれのプロセスで循環的に修

正・調整を加えるために、ヨーロッパ評議会

言語政策部が作成した自己省察ツール（ＡＩ

Ｅ）を使って、代表的な被験者に対する質的

実態調査も行った。 

(2) Ｃａｎ－ｄｏリスト構築 

まず膨大なＥＣＭＬの複文化・複言語プロジ

ェクト（ＦＲＥＰＡ）の指標の中から、日本

の言語教育と言語関連科目の中に取り込む

べき、そして取り入れることが可能なものを

抽出し、知識、態度、思考スキルという３つ 

のカテゴリーに分け29項目にまとめた(演繹 

AIE ﾃﾞｰﾀやイン
タビュー分析

指標の構築と検証

コース別の指導モデル構築

カリキュラム・教材開発

評価ツール・テスト開発

循環的・帰納的検証
と修正

          

    図１ 研究の全体像 

 

的検証)。そして帰納的検証を始める前段階

として、この 29 項目について教員と学生へ

のアンケート調査、インタビューを行った。  

  ＦＲＥＰＡにおいては, クリティカル・シ

ンキングの要素は、異文化対処という視点か

ら Skills(思考スキル面)に含まれているの

で、別途北米の様々な先行研究(Facione, 

1990; Norris & Ennis, 1989 等）や既存の評

価ツール（エニス・ウェアテスト、コーネル

テスト、ＥＴＳの認知能力テスト等）に含ま

れる構成要素と突き合わせつつ検討を重ね

た。こうしてまとめた最も汎用的なＣａｎ－

ｄｏリストを資料①として最後に添付する。 

(3) 指標項目の検証と修正 

  過去３年間にわたって様々な大学の教員

と学生に対してアンケート調査（資料①）や

インタビューを行いつつ項目の修正・調整を

行ってきた (最終的な回答者は教師 82 名, 

学生 834 名)。各能力記述文（Can-do 項目）

について、 学生は「できない(1)」「あまり

できない(2)」「おおよそできる(3)」「でき

る(4)」という４段階のリクター・スケール

によって自己評価をし、 一方教師は、自分

が教えている学生の能力について指導側か

ら見た評価を同様の４段階で行った。 

 「知識」に関する項目（１－１２）、 「態

度」に関する項目（１３－２１）、そして「思

考スキル」に関する項目（２２－２９）につ

いて教師と学生の回答に対してＴ検定を行



った。 その結果、 有意水準 P <. 05 におい

て、 ３項目（２０、２３、 ２５）以外の全

項目について有意差が確認された。 

 

表１ カテゴリー別の平均とＴ検定結果 

側面 被験者 平均値 ＳＤ 

Knowledge 

(知識) 

教師 1. 79* 0. 55 

学生 3. 07* 0. 49 

Attitudes 

(態度) 

教師 1. 71* 0. 79 

学生 2. 65* 0. 51 

Skills 

（思考スキル） 

教師 1. 82* 0. 92 

学生 2. 76* 0. 39 

＊Ｔ検定の有意水準 P <. 05において有意。  

 

(4) Autobiography of Intercultural 

Encounters (ＡＩＥ) 

アンケートによる検

証に加えて、ヨーロッパ

評議会言語政策部門が

開発・推進している自己

省察的学習ツールであ

る(ＡＩＥ)をムードル・  図２ ＡＩＥ 

    

サーバーの上に置き、学生たちに印象・影響

の強かった異文化体験について詳細に記録

させた。 この学習ツールは一つの体験につ

いて 53 問の問いを投げかけながら、学生た

ちが異文化体験に直面して何を感じ、考え、

どう対処し、その結果彼らの中で何が変わっ

たかを詳細に振り返らせることにより、自ら

の学びを獲得するように作られている。80 名

分のデータについて、 SPSS(頻度・係受け分

析)と KH コーダー（ネットワーク分析）によ

って詳細なテキスト分析を行った。特筆すべ

きは、学生たちが日常生活の中で遭遇した印

象に残る異文化体験の相手の出身国の多彩

さであった。国名が明記されていないものを

除いてもそれは 23 カ国に上り、ここにも、

異文化間能力の教育の必要性が現れている。 

図３ ネットワーク分析例 

 

このテキスト分析の結果を、循環的に指標、

指導モデル、教材・評価ツール開発にフィー

ドバックして生かしたが、テキスト分析から

見えた最も顕著な特徴は、日本の学生たちが

どうしても異文化を持つ人を「他者」として

自文化と二項対立的に捉えてしまう傾向で

ある。かなり日本に長く居て日本のことをよ

く知っている外国人に対しても、共通点より

相違点に目が向きがちであり、「内と外」或

いは「日本人と他の国の人たち」という仕分

けに基づいた名詞・形容詞・形容動詞の使用

が多く、「外国人」という大まかな範疇の中

に当然あるはずの多様性への言及はあまり

ない。今後は他国のデータとの比較により、 

日本人学生の特徴を更に明確に把握したい。 

(5) 指導モデルのパイロット実験 

ＡＩＥデータやインタビューの結果を基

に、 指標（Can-do 項目）を調整しつつ、 「知

識, 態度, 思考スキル」の三分野に含まれる

代表的な項目を授業の指導目標と関連付け

た教材を開発し、10 数名の協力者の 19 クラ

スでパイロット実験を行った。Can-Do 型の目

標はしばしば曖昧であるという批判を受け

るが、教材開発に当たってはそれを細分化し

たルーブリックを作成し、具体的な指導目標

と教材内容を対応させることで、曖昧な記述

を修正したり、実情に合わない部分を差し替

えたりする作業を行った。 以下の科目群に

対してルーブリックを作成し実験を行った。 

1)必修英語のような基礎的言語スキル科目 



2)よりレベルの高い言語スキル科目 

3)専門性の高い ESP や EAP 科目 

4)社会言語学のような専門的科目 

また、 同じ科目群の中でもレベルを調整

した教材も開発し、海外や日本のメディアの

報道を教材として使うことで、メディア・リ

タラシーの問題が自然に取り込まれるよう

にした。実験のために開発した教材のテーマ

は以下のようなものである。 

- 日本のポップカルチャーの受容のされ方 

- 文化によって違う礼儀・丁寧さの表現 

- 様々な外国人差別のケース 

- グローバルな目標と地域の利害の衝突（エ 

コツーリズム、地球温暖化対策） 

- コピー・ペースト（剽窃行動：plagiarism) 

に対する東洋と西洋の感覚の違い 

 細分化された到達目標（Can-do 項目）の妥

当性を統計的に検証するためには、これらの

指導モデルに対する評価ツールを作成し、測

定されるべき能力が確かに代表・測定されて

いるか、更にそれが指導によって伸びている

かという検証が必要であるため、様々な異文

化状況を分析させる論述式テストを作成し

た。これは、多肢選択式、クローズ形式、短

答型などの様々なテスト形式を試行した結

果、構成概念が複雑かつ重複しているため、

どれも適切でないと判明したことによる。 

評価ツール開発・検証と同時に、北米のク 

リティカル・シンキングテストとの相関も出

した。ヨーロッパでは、質的検証の傾向が強

く、評価に関しても長期的観察や活動の成果

を詳細に記録したポートフォリオによるも

のが多い。日本にはまだそういう伝統や環境

がないので、まず異文化間能力を授業で教え

た後にその成果を測るテストを開発した。当

然ではあるが、北米のテストの中でもエニ

ス・ウェアテストのような記述式のものと相

関が高く（0. 7 程度）、インサイト・アセス

メント社の短答式のテスト、ＥＴＳの多肢選

択式テストとの相関は低かった（0. 5程度）。 
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